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(57)【要約】
【課題】表示パネルに印加される共通電圧の位置による
偏差を減らして、表示不良を減らす。
【解決手段】本発明の一実施形態による液晶表示装置は
、互いに対向する第１基板及び第２基板と、前記第１基
板上に位置するスイッチング素子と、前記スイッチング
素子と接続して、データ電圧の印加を受ける画素電極と
、前記第２基板上に形成されている対向電極と、前記第
１基板及び前記第２基板の間に位置して、液晶分子を含
む液晶層とを含み、前記画素電極は、前記画素電極を複
数の副領域に分ける液晶方向制御部を含み、前記画素電
極に前記データ電圧が印加されるときに、前記液晶分子
の傾斜方向は前記複数の副領域によって互いに異なり、
前記液晶方向制御部は、前記第１基板面に対して下に凹
状になるか、または上に凸状に形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が位置する表示領域及びその周辺の周辺領域を含む第１表示パネルと、
　前記表示領域の互いに対向する第１周縁及び第２周縁を連結する第３周縁に沿って延在
して、前記第３周縁に沿って順次に位置する複数の入力ポイントを通して第１共通電圧を
前記表示領域に伝達する第１共通電圧伝達線と、
　前記第３周縁に沿って延在して、前記第２周縁または前記第３周縁と隣接した少なくと
も一つの補完入力ポイントを通して第２共通電圧を前記表示領域に伝達する第２共通電圧
伝達線とを含み、
　前記第１共通電圧伝達線の入力パッド及び前記第２共通電圧伝達線の入力パッドは、前
記第１周縁と隣接した前記周辺領域に位置して互いに分離されており、
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは、前記複数の入力ポイントのうちの前記第１
周縁に最も近い第１入力ポイントより前記第２周縁に最も近い最後の入力ポイントとさら
に近い、表示装置。
【請求項２】
　前記第３周縁に沿って延在して、前記最後の入力ポイントまたは前記第１共通電圧伝達
線の端部の電圧を受けてフィードバック電圧として出力パッドに伝達する共通電圧フィー
ドバック線をさらに含む、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記フィードバック電圧に基づいて前記第１共通電圧及び前記第２共通電圧を生成する
信号制御部をさらに含む、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記共通電圧フィードバック線は、前記第２周縁近くに位置する前記第１共通電圧伝達
線の端部と接続している、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２共通電圧伝達線の線幅は、前記第１共通電圧伝達線の線幅より大きい、請求項
４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記複数の画素それぞれは、
　絶縁基板と、
　前記絶縁基板上に位置する共通電圧線と、
　前記共通電圧線と接続している共通電極と、
　前記共通電極と絶縁層を介在して重なる画素電極とを含み、
　前記第１共通電圧伝達線は、前記共通電圧線及び前記共通電極のうちの少なくとも一つ
と前記複数の入力ポイントを通して接続している、請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは、前記第３周縁と隣接する前記周辺領域に位
置し、
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントで前記第１共通電圧伝達線と前記第２共通電圧
伝達線とが接続している、請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは、前記最後の入力ポイントと実質的に整列さ
れている、請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは前記第２周縁と隣接し、前記第２周縁に沿っ
て配列されている複数の補完入力ポイントを含む、請求項６に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記共通電圧線は、前記第２周縁に垂直な方向に延長されている、請求項９に記載の表
示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、さらに具体的に、共通電圧線を含む表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、幅広く使用される表示装置として液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓｔａｌ
ｄｉｓｐｌａｙ）、有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ
　ｄｉｓｐｌａｙ）、及び電気泳動表示装置（ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｔｉｃ　ｄｉｓ
ｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　表示装置は、複数の画素と複数の表示信号線を含む。各画素は、スイッチング素子及び
これに接続された画素電極を含み、スイッチング素子は表示信号線と接続されている。表
示信号線は、ゲート信号を伝達するゲート線、及びデータ電圧を伝達するデータ線を含む
。画素電極は、スイッチング素子を通してゲート信号によるデータ電圧の印加を受ける。
スイッチング素子は薄膜トランジスタなどの三端子素子であってもよい。画素電極及びス
イッチング素子などは薄膜トランジスタ表示パネルに配置してもよい。
【０００４】
　このような表示装置の一例として、液晶表示装置は、現在最も幅広く使用されている平
板表示装置の一つであって、画素電極と共通電極など電界生成電極（ｆｉｅｌｄ　ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｎｇ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）が形成されている二枚の表示パネルと、その間に
挿入されている液晶層とを含む。液晶表示装置は、電界生成電極に電圧を印加して液晶層
に電界を生成し、これを通じて液晶層の液晶分子の方向を決定し、入射光の偏光を制御す
ることによって映像を表示する。
【０００５】
　表示装置に含まれる表示パネルは、共通電圧Ｖｃｏｍなどを伝達する共通信号線または
共通電極を含んでもよい。共通電圧は、表示パネルの周縁で共通電極に直接印加されても
よく、共通信号線を通して共通電極に印加されてもよい。各画素が表示する映像は、デー
タ電圧と共通電圧の差によって変化するので、表示パネルの全体に分布する画素に印加さ
れる共通電圧の大きさは一定であるのが好ましい。しかし、共通電圧を伝達する配線また
は電極の抵抗または寄生容量などによる負荷（ｌｏａｄ）によって、表示パネルの位置に
よって共通電圧の大きさが均一でないため、表示不良が生じることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、表示パネルに印加される共通電圧の位置による偏差を減らして、表示
不良を減らすことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態による表示装置は、複数の画素が位置する表示領域及びその周辺の
周辺領域を含む第１表示パネルと、前記表示領域の互いに対向する第１周縁及び第２周縁
を連結する第３周縁に沿って延在して、前記第３周縁に沿って順次に位置する複数の入力
ポイントを通して第１共通電圧を前記表示領域に伝達する第１共通電圧伝達線と、前記第
３周縁に沿って延在して、前記第２周縁または前記第３周縁と隣接した少なくとも一つの
補完入力ポイントを通して第２共通電圧を前記表示領域に伝達する第２共通電圧線とを含
み、前記第１共通電圧伝達線の入力パッド及び前記第２共通電圧伝達線の入力パッドは、
前記第１周縁と隣接した前記周辺領域に位置して互いに分離されており、前記少なくとも
一つの補完入力ポイントは、前記複数の入力ポイントのうちの前記第１周縁に最も近い第
１入力ポイントより前記第２周縁に最も近い最後の入力ポイントとさらに近い。
【０００８】
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　前記第３周縁に沿って延在して、前記最後の入力ポイントまたは前記第１共通電圧伝達
線の端部の電圧を受けてフィードバック電圧として出力パッドに伝達する共通電圧フィー
ドバック線をさらに含んでもよい。
【０００９】
　前記フィードバック電圧に基づいて前記第１共通電圧及び前記第２共通電圧を生成する
信号制御部をさらに含んでもよい。
【００１０】
　前記共通電圧フィードバック線は、前記第２周縁近くに位置する前記第１共通電圧伝達
線の端部と接続していてもよい。
【００１１】
　前記第２共通電圧伝達線の線幅は、前記第１共通電圧伝達線の線幅より大きくてもよい
。
【００１２】
　前記複数の画素それぞれは、絶縁基板と、前記絶縁基板上に位置する共通電圧線と、前
記共通電圧線と接続している共通電極と、前記共通電極と絶縁層を介在して重なる画素電
極とを含み、前記第１共通電圧伝達線は、前記共通電圧線及び前記共通電極のうちの少な
くとも一つと前記複数の入力ポイントを通して接続していてもよい。
【００１３】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは前記第３周縁と隣接する前記周辺領域に位置
し、前記少なくとも一つの補完入力ポイントで前記第１共通電圧伝達線と前記第２共通電
圧伝達線とが接続していてもよい。
【００１４】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは、前記最後の入力ポイントと実質的に整列し
ていてもよい。
【００１５】
　前記少なくとも一つの補完入力ポイントは前記第２周縁と隣接し、前記第２周縁に沿っ
て配列されている複数の補完入力ポイントを含んでもよい。
【００１６】
　前記共通電圧線は、前記第２周縁に垂直な方向に延在していてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の実施形態によれば、表示装置の表示パネルに印加される共通電圧の位置による
偏差を減らして、表示不良を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図４】本発明の一実施形態による表示装置の二つの画素に対する配置図である。
【図５】図４の表示装置のＶ－Ｖ’－Ｖ”線に沿って切断した断面図である。
【図６】図１の表示装置のＶＩ－ＶＩ線に沿って切断した断面図である。
【図７】図１の表示装置のＶＩ－ＶＩ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【図８】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図９】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【図１０】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【図１１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の一画素に対する配置図である。
【図１２】図１１の液晶表示装置のＸＩＩ－ＸＩＩ線に沿って切断した断面図である。
【図１３】図１１の液晶表示装置のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線に沿って切断した断面図である
。
【図１４】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
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【図１５】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【図１６】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【図１７】図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【図１８】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図１９】図１８の表示装置のＸＩＸ－ＸＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【図２０】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２１】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２３Ａ】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２３Ｂ】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２３Ｃ】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２４】図２３Ａの表示装置のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線に沿って切断した断面図の一例で
ある。
【図２５】図２３Ａの表示装置のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線に沿って切断した断面図の一例で
ある。
【図２６】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図２７】本発明の一実施形態による表示装置の表示領域の平面図である。
【図２８】図２７の表示装置のＸＸＶＩＩＩ－ＸＸＶＩＩＩ線に沿って切断した断面図で
ある。
【図２９】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３０】図２９の表示装置のＸＸＸ－ＸＸＸ線に沿って切断した断面図の一例である。
【図３１】図２９の表示装置のＸＸＸ－ＸＸＸ線に沿って切断した断面図の一例である。
【図３２】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３３】本発明の一実施形態による表示装置の表示領域の平面図である。
【図３４】図３３及び図３２の表示装置のＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ’線及びＸＸＸＩＶ’
－ＸＸＸＩＶ”線に沿って切断した断面図である。
【図３５】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３６】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３７】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３８】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【図３９】本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　添付した図面を参照して、本発明の実施形態について、本発明が属する技術分野におけ
る通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明は種
々の異なる形態に実現でき、ここで説明する実施形態に限られない。
【００２０】
　図面において、種々の層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細
書の全体にわたって類似する部分に対しては同一の図面符号を付けた。層、膜、領域、板
などの部分が他の部分の「上」にあるという時、これは他の部分の「すぐ上」にある場合
だけでなく、その中間に他の部分がある場合も含む。一方、ある部分が他の部分の「すぐ
上」にあるという時には、中間に他の部分がないことを意味する。
【００２１】
　最初に、図１、図２、及び図３を参照して、本発明の一実施形態による表示装置につい
て説明する。
【００２２】
　図１、図２、及び図３は、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の平面図である
。
【００２３】
　図１乃至図３を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、映像を表示する表
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示領域ＤＡ、及びその周辺の周辺領域ＰＡを含む第１表示パネル１００を含む。
【００２４】
　図２及び図３を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、第１表示パネル１
００と対向する第２表示パネル２００を含んでもよく、液晶表示装置の場合には、第１表
示パネル１００及び第２表示パネル２００の間に配置する液晶層（図示せず）をさらに含
んでもよい。この時、第１表示パネル１００及び第２表示パネル２００を合着した場合、
第１表示パネル１００の周辺領域ＰＡの一部が第２表示パネル２００によって覆われずに
露出してもよい。
【００２５】
　第１表示パネル１００の表示領域ＤＡには、複数の駆動信号線（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｓｉ
ｇｎａｌ　ｌｉｎｅ）と、これに接続されて、ほぼ行列状に配列された複数の画素（ｐｉ
ｘｅｌ）ＰＸとが形成されている。
【００２６】
　駆動信号線は、第１表示パネル１００に備えられており、ゲート信号（「走査信号」と
もいう）を伝達する複数のゲート線（図示せず）と、データ電圧を伝達する複数のデータ
線（図示せず）とを含む。また、第１表示パネル１００または第２表示パネル２００には
共通電圧Ｖｃｏｍなど所定の電圧を伝達する共通電圧線（図示せず）または共通電極（図
示せず）を形成してもよい。
【００２７】
　各画素ＰＸは、駆動信号線に接続された薄膜トランジスタなどのスイッチング素子と、
これに接続された画素電極（図示せず）、及び共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受ける共通電極
（または対向電極という）を含んでもよい。
【００２８】
　有機発光表示装置の場合には、画素電極と共通電極の間に発光層を配置して発光ダイオ
ードを形成してもよい。つまり、画素電極がアノード（ａｎｏｄｅ）として機能し、共通
電極がカソード（ｃａｔｈｏｄｅ）として機能して、アノードとカソードの間の出力電流
によって発光層が発光して映像を表示することができる。
【００２９】
　液晶表示装置の場合、同一の第１表示パネル１００、または互いに異なる二つの表示パ
ネル１００、２００にそれぞれ配置できる画素電極及び共通電極は、液晶層を介在して配
置されて、液晶層に電界を生成することができる。このように液晶層３に電界を生成する
ことによって、画素電極と共通電極の間の液晶層の液晶分子の方向を決定して、液晶層を
通過する光の輝度を制御することができる。
【００３０】
　一方、色表示を実現するためには、各画素ＰＸが原色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）
のうちの一つを固有に表示するか（空間分割）、または各画素ＰＸが時間により交互に原
色を表示する（時間分割）ようにして、これら原色の空間的、時間的な相互作用によって
所望の色が認識されるようにする。原色の例としては赤色、緑色、及び青色などの三原色
が挙げられるが，これに限定されるわけではない。
【００３１】
　図１乃至図３を参照すれば、表示領域ＤＡは、互いに対向する第１周縁Ｅ１と第２周縁
Ｅ２、そして第１周縁Ｅ１及び第２周縁Ｅ２を接続して、互いに対向する第３周縁Ｅ３及
び第４周縁Ｅ４を含んでもよい。図１では表示領域ＤＡがほぼ長方形に示されているが、
形状はこれに限定されない。
【００３２】
　第１表示パネル１００の周辺領域ＰＡには、駆動信号線にゲート信号、データ信号など
の駆動信号を入力するための信号入力パッド、及び駆動信号を駆動信号線に印加する駆動
部を配置してもよい。
【００３３】
　また、第１表示パネル１００の周辺領域ＰＡには、表示領域ＤＡに共通電圧Ｖｃｏｍを
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伝達する共通電圧伝達線（ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｔｒａｎｓｍｉｔｔｉｎｇ　
ｌｉｎｅ）７０ａ、７０ｂ、９０ａ、９０ｂを配置する。
【００３４】
　共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ、９０ａ、９０ｂは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０
ｂ、及び第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを含む。断面構造から見れば、第１共通電圧
伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは同一層に配置してもよく、
互いに異なる層に配置してもよい。平面構造から見れば、第２共通電圧伝達線９０ａ、９
０ｂと表示領域ＤＡの周縁の間に第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを配置してもよいが
、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの配置はこれ
に限定されることではない。
【００３５】
　第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１に隣接した周辺領
域ＰＡに位置する入力パッド７５ａ、７５ｂから始まって、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２
に向かって第３周縁Ｅ３または第４周縁Ｅ４に沿って延在してもよい。図１、図２及び図
３に示した実施形態においては、第３周縁Ｅ３に沿って延在する第１共通電圧伝達線７０
ａ、及び第４周縁Ｅ４に沿って延在する第１共通電圧伝達線７０ｂを例として挙げている
が、これに限定されず、表示領域ＤＡの片方だけに第１共通電圧伝達線を配置してもよい
。
【００３６】
　第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは、複数の共通電圧入力ポイント（ｃｏｍｍｏｎ　
ｖｏｌｔａｇｅ　ｉｎｐｕｔ　ｐｏｉｎｔ）（以下、入力ポイント（ｉｎｐｕｔ　ｐｏｉ
ｎｔ）という）Ｐａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎ（ｎは、２以上の
自然数）を通じて表示領域ＤＡの共通電圧線または共通電極に第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を
入力する。入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎは、表示
領域ＤＡと隣接した周辺領域ＰＡに配置してもよいが、表示領域ＤＡの周縁に配置しても
よい。
【００３７】
　図１乃至図３を参照すれば、入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・
・、Ｐｂ_ｎは、表示領域ＤＡの第３周縁Ｅ３および／または第４周縁Ｅ４に沿って順次
に配列してもよく、その配列間隔は一定であってもよい。説明の便宜上、入力パッド７５
ａ、７５ｂに最も近い入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１を最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐ
ｂ_１といい、入力パッド７５ａ、７５ｂから最も遠く位置する入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐ
ｂ_ｎを最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎという。第１共通電圧伝達線７０ａ、７０
ｂの抵抗などの負荷（ｌｏａｄ）によって、入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐ
ｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎから入力される第１共通電圧Ｖｃｏｍ１のレベルは位置によって
変化することがある。具体的に、第１周縁Ｅ１から遠くなるほど、入力ポイントＰａ_１
、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎから入力される第１共通電圧Ｖｃｏｍ１
の電圧が落ちることがある。つまり、最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎから入力され
る第１共通電圧Ｖｃｏｍ１は、最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１から入力される第１
共通電圧Ｖｃｏｍ１より低いことがある。
【００３８】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１の近くに位置する
入力パッド９５ａ、９５ｂから始まって、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２に向かって第３周
縁Ｅ３または第４周縁Ｅ４に沿って延在してもよい。図１、図２及び図３に示した実施形
態においては、第３周縁Ｅ３に沿って延在する第２共通電圧伝達線９０ａ及び第４周縁Ｅ
４に沿って延在する第２共通電圧伝達線９０ｂは，表示領域ＤＡの異なる辺に提供されて
いるが、これに限定されず、一方だけに第２共通電圧伝達線を配置してもよい。
【００３９】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの入力パッド９５ａ、９５ｂは、第１共通電圧伝達
線７０ａ、７０ｂの入力パッド７５ａ、７５ｂと分離されていてもよい。
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【００４０】
　図３に示した実施形態によれば、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、表示領域ＤＡ
の第３周縁Ｅ３に隣接した少なくとも一つの補完共通電圧入力ポイント（ｓｕｐｐｌｅｍ
ｅｎｔａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｉｎｐｕｔ　ｐｏｉｎｔ）（以下、補完
入力ポイント（ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｉｎｐｕｔ　ｐｏｉｎｔ）という）Ｐｃを
通じて表示領域ＤＡの共通電圧線や共通電極に第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を入力してもよい
。補完入力ポイントＰｃは、最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１より最後の入力ポイン
トＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎにさらに近くてもよい。その一例として、図３は、補完入力ポイント
Ｐｃが最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎのすぐ上に位置する実施形態を示すが，これ
に限定されない。
【００４１】
　これとは異なって、補完入力ポイントＰｃは、最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎと
、そのすぐ下の入力ポイントＰａ_（ｎ－１）、Ｐｂ_（ｎ－１）との間に配置してもよい
。また、補完入力ポイントＰｃと最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎは横方向に整列し
てもよい。
【００４２】
　補完入力ポイントＰｃは、表示領域ＤＡと隣接した周辺領域ＰＡに配置してもよいが、
これに限定されず，表示領域ＤＡの周縁に配置してもよい。
【００４３】
　図１及び図２に示した実施形態によれば、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、接続
点Ｎ１で第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続して、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を第１
共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び表示領域ＤＡに伝達することができる。
【００４４】
　接続点Ｎ１は、最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１より最後の入力ポイントＰａ_ｎ
、Ｐｂ_ｎと近くてもよい。その一例として、図１は、接続点Ｎ１が、最後の入力ポイン
トＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎと、すぐ下の入力ポイントＰａ_（ｎ－１）、Ｐｂ_（ｎ－１）との間
の地点または最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎと横方向に整列して位置する例を示す
。
【００４５】
　接続点Ｎ１で第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続した第２共通電圧伝達線９０ａ
、９０ｂは、最後の入力ポイントＰａ_ｎまたはすぐ下の入力ポイントＰａ_（ｎ－１）を
通じて表示領域ＤＡの共通電極または共通電圧線と接続するので、接続点Ｎ１を上述した
補完入力ポイントＰｃと同一のものとみなすことができる。以下、補完入力ポイントＰｃ
には、このような接続点Ｎ１も含むこととする。
【００４６】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂによって入
力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎから入力される第１共
通電圧Ｖｃｏｍ１の偏差を補完することができる。
【００４７】
　具体的に説明すれば、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは、表示領域ＤＡの第３周縁
Ｅ３に沿って複数の入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎ
を通じて第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を表示領域ＤＡに入力するので、それによる負荷（ｌｏ
ａｄ）及び第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの抵抗などの要因によって、入力ポイント
Ｐａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎの位置によって第１共通電圧Ｖｃ
ｏｍ１に偏差が生じることがある。つまり、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂが、最初
の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１に伝達する第１共通電圧Ｖｃｏｍ１に比べて、最後の入
力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎに伝達する第１共通電圧Ｖｃｏｍ１がさらに低いことがある
。従って最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎを通じて表示領域ＤＡに伝達される第１共
通電圧Ｖｃｏｍ１と、最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１を通じて表示領域ＤＡに伝達
される第１共通電圧Ｖｃｏｍ１とに差が生じ、このような偏差が生じた第１共通電圧Ｖｃ
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ｏｍ１を利用して映像を表示するようになると、表示領域ＤＡの位置によって画質が均一
でなく、ムラが生じることがある。本発明の一実施形態によれば、第２共通電圧伝達線９
０ａ、９０ｂは、最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１を通じて伝達される第１共通電圧
Ｖｃｏｍ１と、最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎを通じて伝達される第１共通電圧Ｖ
ｃｏｍ１との差を最小化することができる第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を接続点Ｎ１または補
完入力ポイントＰｃを通じて表示領域ＤＡに入力することができる。これによれば、第１
共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂから最初の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１を通じて入力さ
れる第１共通電圧Ｖｃｏｍ１のレベルと、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂから接続点
Ｎ１または補完入力ポイントＰｃを通じて入力される第２共通電圧Ｖｃｏｍ２のレベルと
を、実質的に同一にすることがきる。
【００４８】
　このために、接続点Ｎ１または補完入力ポイントＰｃは、最後の入力ポイントＰａ_ｎ
、Ｐｂ_ｎに実質的に整列しているか、または近接して配置するのが好ましい。接続点Ｎ
１または補完入力ポイントＰｃは、最後から二番目の入力ポイントＰａ_（ｎ－１）、Ｐ
ｂ_（ｎ－１）と、第２周縁Ｅ２との間に配置してもよい。
【００４９】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの線幅は、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの線
幅より大きくてもよい。従って第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの抵抗は、第１共通電
圧伝達線７０ａ、７０ｂの抵抗より小さくてもよい。第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂ
の抵抗は最小化するのが好ましい。また、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの抵抗によ
る電圧降下は，第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの抵抗による電圧降下よりも小さいの
で、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの入力パッド９５ａ、９５ｂから入力される第２
共通電圧Ｖｃｏｍ２の大きさは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの入力パッド７５ａ
、７５ｂから入力される第１共通電圧Ｖｃｏｍ１の大きさより一定の電圧大きくできる。
ここで、一定の電圧は、第１表示パネル１００の大きさ、第２共通電圧伝達線９０ａ、９
０ｂの線幅、抵抗、及び長さなどの種々の設計要素によって変化する。
【００５０】
　図１、図２及び図３を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置の第１表示パネ
ル１００の周辺領域ＰＡには、共通電圧フィードバック線（ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇ
ｅ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｌｉｎｅ）８０ａ、８０ｂをさらに配置してもよい。
【００５１】
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、断面構造かれ見れば、第１共通電圧伝達
線７０ａ、７０ｂまたは第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂと同一層に配置してもよく、
互いに異なる層に配置してもよい。共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、図１乃
至図３に示したように、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ
、９０ｂよりさらに外側に配置してもよいが、これに限定されることではない。
【００５２】
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１と隣接した
周辺領域ＰＡに位置する出力パッド８５ａ、８５ｂから始まって、表示領域ＤＡの第２周
縁Ｅ２に向かって第３周縁Ｅ３または第４周縁Ｅ４に沿って延在してもよい。図１、図２
及び図３に示した実施形態においては、第３周縁Ｅ３に沿って延在する共通電圧フィード
バック線８０ａ及び第４周縁Ｅ４に沿って延在する共通電圧フィードバック線８０ｂを例
として挙げているが、これに限定されず、一方だけに共通電圧フィードバック線を配置し
てもよい。
【００５３】
　共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの最
後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎまたは第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの端部にお
ける共通電圧のフィードバックを受けて、これをフィードバック電圧として出力パッド８
５ａ、８５ｂに伝達する。このために、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂは、最
後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎと直接に接続しているか、または最後の入力ポイント
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Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_ｎにほぼ近接している第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂの端部と接続し
ていてもよい。
【００５４】
　本発明の一実施形態において、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂによって伝達
されたフィードバック電圧に基づいて第１共通電圧Ｖｃｏｍ１及び第２共通電圧Ｖｃｏｍ
２を決定してもよい。
【００５５】
　図２及び図３に示した実施形態において、入力パッド７５ａ、７５ｂ、９５ａ、９５ｂ
及び出力パッド８５ａ、８５ｂは、第２表示パネル２００によって覆われずに露出しても
よい。
【００５６】
　図１及び図２を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、信号制御部（ｓｉ
ｇｎａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）７００をさらに含んでもよい。信号制御部７００は、
第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を入力パッド７５ａ、７５ｂを通じて第１共通電圧伝達線７０ａ
、７０ｂに伝達し、第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を入力パッド９５ａ、９５ｂを通じて第２共
通電圧伝達線９０ａ、９０ｂに伝達することができる。また、信号制御部７００は、共通
電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂからフィードバック電圧の入力を受けて、これに基
づいて第１共通電圧Ｖｃｏｍ１及び第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を決定することができる。
【００５７】
　信号制御部７００は、集積回路チップの形態で第１表示パネル１００に直接装着しても
よく、フレキシブル印刷回路膜（ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　
ｆｉｌｍ）５０の上に装着して第１表示パネル１００に付着してもよく、図１及び図２に
示したように、印刷回路基板（ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ　ｂｏａｒｄ）５５の上
に装着して、フレキシブル印刷回路膜５０を通じて入力パッド７５ａ、７５ｂ、９５ａ、
９５ｂ及び出力パッド８５ａ、８５ｂと接続してもよい。
【００５８】
　以下、上述した図１乃至図３の実施形態と共に図４、図５、図６及び図７を参照して、
本発明の一実施形態による表示装置について具体的に説明する。
【００５９】
　図４は、本発明の一実施形態による表示装置の二つの画素に対する配置図であり、図５
は、図４の表示装置のＶ－Ｖ’－Ｖ”線に沿って切断した断面図であり、図６は、図１の
表示装置のＶＩ－ＶＩ線に沿って切断した断面図であり、図７は、図１の表示装置のＶＩ
－ＶＩ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【００６０】
　最初に、図４及び図５を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は液晶表示装
置であって、互いに対向する第１表示パネル１００と第２表示パネル２００、及びこれら
二つの表示パネル１００、２００の間に挿入されている液晶層３を含む。
【００６１】
　まず、第２表示パネル２００について説明すれば、絶縁基板２１０の上に遮光部材（ｌ
ｉｇｈｔ　ｂｌｏｃｋｉｎｇ　ｍｅｍｂｅｒ）２２０及びカラーフィルタ２３０を形成し
てもよい。
【００６２】
　遮光部材２２０は、主に横方向に延在する複数の第１遮光部２２１と、主に縦方向に延
在する複数の第２遮光部２２２とを含んでもよい。第１遮光部２２１及び第２遮光部２２
２は共に、光が透過する開口領域２２５を限定してもよい。
【００６３】
　カラーフィルタ２３０は、遮光部材２２０によって取り囲まれた領域、つまり、開口領
域２２５内に大部分存在してもよく、赤色、緑色、及び青色の三原色などの原色（ｐｒｉ
ｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）のうちの一つを表示してもよい。
【００６４】
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　第２表示パネル２００には，遮光部材２２０及びカラーフィルタ２３０の上に蓋膜２５
０をさらに形成してもよい。
【００６５】
　本実施形態とは異なって、遮光部材２２０及びカラーフィルタ２３０のうちの少なくと
も一つは第１表示パネル１００に配置してもよい。
【００６６】
　第１表示パネル１００と第２表示パネル２００の間に挿入されている液晶層３は液晶分
子３１を含み、液晶分子３１は、電界がない状態でその長軸が二つの表示パネル１００、
２００の表面に対して水平となるように配向されていてもよい。
【００６７】
　一方、二つの表示パネル１００、２００の内側面には配向膜（ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｌ
ａｙｅｒ）１１、２１を塗布してもよく、これらは水平配向膜であってもよい。
【００６８】
　次に、第１表示パネル１００について説明する。ここでは図６及び図７も共に参照して
説明する。
【００６９】
　第１表示パネル１００には，絶縁基板１１０の上に複数のゲート線（ｇａｔｅ　ｌｉｎ
ｅ）１２１及び複数の共通電圧線（ｃｏｍｍｏｎ　ｖｏｌｔａｇｅ　ｌｉｎｅ）１２５を
含む複数のゲート導電体が形成される。
【００７０】
　ゲート線１２１は、ゲート信号を伝達し、主に横方向に延在してもよい。各ゲート線１
２１は、突出した複数のゲート電極（ｇａｔｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１２４を含んでも
よい。
【００７１】
　共通電圧線１２５は、共通電圧Ｖｃｏｍを伝達し、ほぼ横方向に延在してゲート線１２
１に実質的に平行であってもよい。各共通電圧線１２５は複数の拡張部１２６を含んでも
よい。ここで、共通電圧Ｖｃｏｍは、図１乃至図３に示された表示領域ＤＡの内で伝達さ
れる共通電圧を意味し、上述した第１共通電圧Ｖｃｏｍ１または第２共通電圧Ｖｃｏｍ２
と同一または類似してもよい。
【００７２】
　図１及び６に示した実施形態によれば、ゲート導電体は、第１共通電圧伝達線７０ａ、
７０ｂ、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂ、及び共通電圧フィードバック線８０ａ、８
０ｂを含んでもよい。共通電圧線１２５は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐ
ａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと直接接続して
いてもよい。
【００７３】
　第１表示パネル１００には，ゲート導電体１２１、１２５の上にゲート絶縁膜（ｇａｔ
ｅ　ｉｎｓｕｌａｔｉｎｇｌａｙｅｒ）１４０がさらに形成されている。ゲート絶縁膜１
４０は、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）または酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）などの無機絶縁物などで
形成してもよい。
【００７４】
　第１表示パネル１００には，さらに，ゲート絶縁膜１４０の上に複数の線状半導体（図
示せず）が形成されている。線状半導体は、主に縦方向に延在して、これから複数の半導
体突出部１５４がゲート電極１２４に向かって延在している。
【００７５】
　第１表示パネル１００には，線状半導体の上に、複数の線状オーミックコンタクト部材
（ｏｈｍｉｃ　ｃｏｎｔａｃｔ）（図示せず）及び複数の島状オーミックコンタクト部材
１６５を形成してもよい。線状オーミックコンタクト部材は、ゲート電極１２４に向かっ
て延在して、ほぼ反転した「Ｃ」形状になる複数の突出部１６３を有してもよい。突出部
１６３と島状オーミックコンタクト部材１６５は、ゲート電極１２４を中心に互いに対向
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し、対をなして半導体突出部１５４の上に配置してもよい。オーミックコンタクト部材１
６３、１６５は、リンなどのｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶
質シリコンなどの物質、またはシリサイド（ｓｉｌｉｃｉｄｅ）で形成してもよい。しか
し、半導体の種類によってオーミックコンタクト部材１６３、１６５は省略してもよい。
【００７６】
　第１表示パネル１００には，オーミックコンタクト部材１６３、１６５の上に、複数の
データ線（ｄａｔａ　ｌｉｎｅ）１７１と複数のドレイン電極（ｄｒａｉｎ　ｅｌｅｃｔ
ｒｏｄｅ）１７５を含むデータ導電体が形成されている。
【００７７】
　データ線１７１は、データ信号を伝達し、主に縦方向に延在してゲート線１２１及び共
通電圧線１２５と交差する。各データ線１７１は、ゲート電極１２４に向かって延在した
複数のソース電極（ｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１７３を含んでもよい。一方、
上述した遮光部材２２０の第２遮光部２２２は、データ線１７１に沿って延在して、デー
タ線１７１の大部分を覆うことができる。
【００７８】
　ドレイン電極１７５は、ゲート電極１２４についてソース電極１７３と対向する第一の
端部と、面積が相対的に広い第二の端部とを含んでもよい。
【００７９】
　ゲート電極１２４、ソース電極１７３、及びドレイン電極１７５は、半導体突出部１５
４と共にスイッチング素子の薄膜トランジスタ（ｔｈｉｎ　ｆｉｌｍ　ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ、ＴＦＴ）を構成する。線状半導体は、薄膜トランジスタが位置する半導体突出部１
５４を除けば、データ線１７１、ドレイン電極１７５、及びその下部のオーミックコンタ
クト部材１６３、１６５とほぼ同一の平面形態を有してもよい。
【００８０】
　図１及び７に示した実施形態によれば、データ導電体は、第１共通電圧伝達線７０ａ、
７０ｂ、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂ、及び共通電圧フィードバック線８０ａ、８
０ｂを含んでもよい。この場合、共通電圧線１２５は上述した入力ポイントＰａ_１、・
・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続
していてもよい。
【００８１】
　第１表示パネル１００には，データ導電体１７１、１７５及び露出した半導体突出部１
５４の上に第１保護膜（ｐａｓｓｉｖａｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ）１８０ａが形成されてい
る。第１保護膜１８０ａは無機絶縁物または有機絶縁物で形成してもよい。第１保護膜１
８０ａはドレイン電極１７５を露出する第４コンタクトホール１８５を含んでもよい。
【００８２】
　第１表示パネル１００には，第１保護膜１８０ａの上に画素電極１９１が形成されてい
る。画素電極１９１は、遮光部材２２０によって取り囲まれた領域（画素ＰＸの画素領域
という）を大部分満たす面形である。画素電極１９１は、第４コンタクトホール１８５を
通じてドレイン電極１７５と電気的に接続しており、ドレイン電極１７５からデータ電圧
が伝達されてもよい。画素電極１９１はＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な導電物質で形成
してもよい。
【００８３】
　画素電極１９１、データ導電体１７１、１７５、及び露出した半導体突出部１５４の上
には第２保護膜１８０ｂが形成されている。第２保護膜１８０ｂは無機絶縁物または有機
絶縁物などで形成してもよい。第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及びゲート絶
縁膜１４０には共通電圧線１２５の一部、例えば、拡張部１２６の一部を露出する複数の
コンタクトホール１８１が形成されている。コンタクトホール１８１は少なくとも二つの
画素ＰＸごとに形成してもよい。
【００８４】
　図１及び６に示した実施形態を参照すれば、第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ
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、及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１２５の端部を露出する第１コンタクトホール
１８２を含んでもよい。
【００８５】
　図１及び７に示した実施形態を参照すれば、第１保護膜１８０ａ及び第２保護膜１８０
ｂは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを露出する第２コンタクトホール１８３を含み
、第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１
２５の端部を露出する第１コンタクトホール１８２を含んでもよい。
【００８６】
　第２保護膜１８０ｂの上にはＩＴＯまたはＩＺＯなどの透明な導電物質を含む複数の共
通電極（ｃｏｍｍｏｎ　ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）１３１が形成されている。一つの画素ＰＸ
に一つずつの共通電極１３１を配置してもよく、複数の共通電極１３１は表示領域ＤＡの
全体で互いに接続してもよい。
【００８７】
　図４及び図５を参照すれば、各画素ＰＸに位置する共通電極１３１は、互いに対向する
一対の横外郭幹部１３２、横外郭幹部１３２と接続している一対の縦外郭幹部１３４、及
び複数の枝電極１３３を含んでもよい。複数の枝電極１３３は、隣接する二つの縦外郭幹
部１３４の間に配置し、枝電極１３３の間の空間をスリットという。縦方向に互いに隣接
する共通電極１３１は、その間に位置する外郭幹部１３２を共有して互いに接続し、これ
を境界に互いに隣接する。横方向に隣接する共通電極１３１は、その間に位置する縦外郭
幹部１３４を共有して接続し、これを境界に隣接する。
【００８８】
　横外郭幹部１３２は主に横方向に延在してもよい。横外郭幹部１３２は複数の拡張部１
３７を含み、少なくとも二つの画素ＰＸごとに一つずつ位置する拡張部１３７は、コンタ
クトホール１８１を通じて共通電圧線１２５から共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けることが
できる。
【００８９】
　縦外郭幹部１３４及びその間の複数の枝電極１３３は、隣接する二つの横外郭幹部１３
２と接続して、互いに平行に延在してもよい。
【００９０】
　図１及び６に示した実施形態を参照すれば、共通電極１３１は、第１コンタクトホール
１８２を通じて共通電圧線１２５の端部から共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けてもよい。
【００９１】
　図１及び７に示した実施形態を参照すれば、共通電圧線１２５の端部は、第１コンタク
トホール１８２及び第２コンタクトホール１８３で共通電極１３１を通じて第１共通電圧
伝達線７０ａ、７０ｂと電気的に接続してもよく、この接続部分は、図１で示した入力ポ
イントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎに相当する。
【００９２】
　薄膜トランジスタを通してデータ電圧の印加を受けた画素電極１９１と共通電圧Ｖｃｏ
ｍの印加を受けた共通電極１３１は二つの電界生成電極として、共に液晶層３に電界を生
成することによって、液晶層３の液晶分子３１の方向を決定し、映像を表示する。
【００９３】
　次に、図８、図９及び図１０を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について
説明する。図１，６，７で示した実施形態と同一の構成要素に対しては同一の図面符号を
付け、同一の説明は省略して差異点を中心に説明する。
【００９４】
　図８は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図９は、図８に示した表
示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図であり、図１０は、図８に示した表示装置
のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【００９５】
　図８乃至図１０を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、上述した図１乃
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至図３に示した種々の実施形態による表示装置と大部分同一であり、表示領域ＤＡまたは
画素ＰＸの構造は、上述した図４及び図５に示した実施形態と同一であってもよい。しか
し、本実施形態では，第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、
９０ｂが、異なる層に位置してもよい。
【００９６】
　まず、図８及び９に示した実施形態を参照すれば、絶縁基板１１０の上に共通電圧線１
２５と共に第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び共通電圧フィードバック線８０ａ、８
０ｂを配置し、その上にゲート絶縁膜１４０を配置してもよい。この場合、共通電圧線１
２５は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで
第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと直接接続していてもよい。
【００９７】
　ゲート絶縁膜１４０の上にはデータ線１７１及びドレイン電極１７５と共に第２共通電
圧伝達線９０ａ、９０ｂを配置し、その上に第１保護膜１８０ａを配置してもよい。第１
保護膜１８０ａの上には、上述した図４及び図５に示したように画素電極１９１を配置し
、その上に第２保護膜１８０ｂを配置してもよい。
【００９８】
　第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１
２５の端部を露出する第１コンタクトホール１８２、及び第１共通電圧伝達線７０ａ、７
０ｂを露出する第２コンタクトホール１８３を含んでもよい。また、第２保護膜１８０ｂ
及び第１保護膜１８０ａは、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを露出する第３コンタク
トホール１８４を含んでもよい。
【００９９】
　第２保護膜１８０ｂの上には共通電極１３１及び接触補助部材８１を配置してもよい。
共通電極１３１は、第１コンタクトホール１８２を通じて共通電圧線１２５の端部から共
通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けることができる。また、互いに異なる層に位置する第１共通
電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、第２コンタクトホ
ール１８３及び第３コンタクトホール１８４で接触補助部材８１を通じて電気的に接続し
てもよく、この接続部分は上述した接続点Ｎ１に相当する。
【０１００】
　共通電極１３１及び接触補助部材８１は互いに接続していてもよい。この部分は、図９
で共通電極１３１及び接触補助部材８１の間の外郭線がないハッチングに表現されている
。
【０１０１】
　図８及び１０に示した実施形態を参照すれば、絶縁基板１１０の上に共通電圧線１２５
と共に第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを配置し、その上にゲート絶縁膜１４０を配置
してもよい。この場合、共通電圧線１２５は上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐ
ａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続していて
もよい。
【０１０２】
　ゲート絶縁膜１４０の上には、データ線１７１及びドレイン電極１７５と共に第１共通
電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂを配置し、その
上に第１保護膜１８０ａを配置してもよい。第１保護膜１８０ａの上には、図４及び図５
に示したように画素電極１９１を配置し、その上に第２保護膜１８０ｂを配置してもよい
。
【０１０３】
　第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１
２５の端部を露出する第１コンタクトホール１８２、及び第２共通電圧伝達線９０ａ、９
０ｂを露出する第３コンタクトホール１８４を含んでもよい。また、第２保護膜１８０ｂ
及び第１保護膜１８０ａは、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを露出する第２コンタク
トホール１８３を含んでもよい。
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【０１０４】
　第２保護膜１８０ｂの上には共通電極１３１及び接触補助部材８１を配置してもよい。
共通電圧線１２５の端部は、第１コンタクトホール１８２及び第２コンタクトホール１８
３で共通電極１３１を通じて第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと電気的に接続してもよ
く、この接続部分は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・
・、Ｐｂ_ｎに相当する。また、共通電極１３１は、第１コンタクトホール１８２第１第
１コンタクトホール１８２を通じて共通電圧線１２５の端部から共通電圧Ｖｃｏｍの印加
を受けてもよい。また、互いに異なる層に位置する第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及
び第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、第２コンタクトホール１８３及び第３コンタク
トホール１８４で接触補助部材８１を通じて電気的に接続してもよく、この接続部分は上
述した接続点Ｎ１に相当する。
【０１０５】
　共通電極１３１と接触補助部材８１は互いに接続していてもよい。
【０１０６】
　図９及び図１０に示したこととは異なって、共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂ
は第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂと同一層に配置してもよい。
【０１０７】
　次に、上述した図１乃至図３の実施形態と共に図１１、図１２、図１３、図１４及び図
１５を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について具体的に説明する。上述し
た実施形態と同一の構成要素に対しては同一の図面符号を付け、同一の説明は省略して差
異点を中心に説明する。
【０１０８】
　図１１は、本発明の一実施形態による液晶表示装置の一画素に対する配置図であり、図
１２は、図１１の液晶表示装置のＸＩＩ－ＸＩＩ線に沿って切断した断面図であり、図１
３は、図１１の表示装置のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線に沿って切断した断面図であり、図１４
は、図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図であり、図１５は、図８の表
示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【０１０９】
　まず、図１１乃至図１３を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、図４及
び図５に示した実施形態と大部分同一であるが、第１表示パネル１００の積層構造が異な
ってもよい。
【０１１０】
　絶縁基板１１０の上に、ゲート電極１２４を含む複数のゲート線１２１及び拡張部１２
６を含む複数の共通電圧線１２５を含む複数のゲート導電体を配置し、その上にゲート絶
縁膜１４０を配置してもよい。
【０１１１】
　図８及び図１４に示した実施形態によれば、ゲート導電体は、第１共通電圧伝達線７０
ａ、７０ｂ、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂ、及び共通電圧フィードバック線８０ａ
、８０ｂを含んでもよい。共通電圧線１２５は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・
、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと直接接続
してもよい。
【０１１２】
　ゲート絶縁膜１４０の上には突出部１５４を含む複数の線状半導体１５１が形成されて
おり、その上に突出部１６３を有する線状オーミックコンタクト部材１６１及び島状オー
ミックコンタクト部材１６５を配置してもよい。オーミックコンタクト部材１６１、１６
５の上には、ソース電極１７３を含む複数のデータ線１７１と、複数のドレイン電極１７
５を含むデータ導電体を形成してもよい。
【０１１３】
　図８及び１５に示した実施形態によれば、データ導電体は、第１共通電圧伝達線７０ａ
、７０ｂ、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂ、及び共通電圧フィードバック線８０ａ、
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８０ｂを含んでもよい。この場合、共通電圧線１２５は、上述した入力ポイントＰａ_１
、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと
接続していてもよい。
【０１１４】
　データ導電体の上には第１保護膜１８０ａを配置してもよい。第１保護膜１８０ａ及び
ゲート絶縁膜１４０は共通電圧線１２５を露出するコンタクトホール１８１を含んでもよ
い。
【０１１５】
　図８及び１４に示した実施形態を参照すれば、第１保護膜１８０ａ及びゲート絶縁膜１
４０は、共通電圧線１２５の端部を露出する第１コンタクトホール１８２第１第１コンタ
クトホール１８２をさらに含んでもよい。
【０１１６】
　図８及び１５に示した実施形態を参照すれば、第２保護膜１８０ｂは、第１共通電圧伝
達線７０ａ、７０ｂを露出する第２コンタクトホール１８３を含み、第１保護膜１８０ａ
及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１２５の端部を露出する第１コンタクトホール１
８２第１第１コンタクトホール１８２を含んでもよい。
【０１１７】
　第１保護膜１８０ａの上には共通電極１３１を配置してもよい。複数の画素ＰＸに位置
する共通電極１３１は、表示領域ＤＡの全体で互いに接続していてもよい。共通電極１３
１は、コンタクトホール１８１を通じて共通電圧線１２５と電気的に接続されており、共
通電圧線１２５から共通電圧Ｖｃｏｍが伝達される。
【０１１８】
　図８及び１４に示した実施形態を参照すれば、共通電極１３１は、第１コンタクトホー
ル１８２第１第１コンタクトホール１８２を通じて共通電圧線１２５の端部から共通電圧
Ｖｃｏｍの印加を受けてもよい。
【０１１９】
　図８及び１５に示した実施形態を参照すれば、共通電圧線１２５の端部は、第１コンタ
クトホール１８２第１第１コンタクトホール１８２及び第２コンタクトホール１８３で共
通電極１３１を通じて第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと電気的に接続してもよく、こ
の接続部分は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐ
ｂ_ｎに相当する。
【０１２０】
　共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂを配置してもよい。第２保護膜１８０ｂ及
び第１保護膜１８０ａは、ドレイン電極１７５を露出する第４コンタクトホール１８５を
含んでもよい。
【０１２１】
　第２保護膜１８０ｂの上には画素電極１９１を配置してもよい。画素電極１９１は、第
４コンタクトホール１８５を通じてドレイン電極１７５と電気的に接続して、データ電圧
の伝達を受けてもよい。画素電極１９１は、互いにほぼ平行に延在して、離隔している複
数の枝電極１９３と、枝電極１９３の上または下の端部を接続する下部及び上部の横部１
９２を含んでもよい。画素電極１９１の枝電極１９３は、データ線１７１に沿って曲がっ
ていてもよい。
【０１２２】
　データ電圧の印加を受けた画素電極１９１は、共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けた共通電
極１３１と共に液晶層３に電界を生成することができる。
【０１２３】
　以下、上述した図８、図１１、図１２及び図１３と共に図１６及び図１７を参照して、
本発明の一実施形態による表示装置について説明する。上述した実施形態と同一の構成要
素に対しては同一の図面符号を付け、同一の説明は省略して差異点を中心に説明する。
【０１２４】
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　図１６は、図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図であり、図１７は、
図８の表示装置のＩＸ－ＩＸ線に沿って切断した断面図の他の例である。
【０１２５】
　本実施形態による表示装置では、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝
達線９０ａ、９０ｂを互いに異なる層に配置してもよい。
【０１２６】
　まず、図８及び１６に示した実施形態を参照すれば、絶縁基板１１０の上に共通電圧線
１２５と共に第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び共通電圧フィードバック線８０ａ、
８０ｂを配置し、その上にゲート絶縁膜１４０を配置してもよい。この場合、共通電圧線
１２５は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎ
で第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと直接接続していてもよい。
【０１２７】
　ゲート絶縁膜１４０の上にはデータ線１７１及びドレイン電極１７５と共に第２共通電
圧伝達線９０ａ、９０ｂを配置し、その上に第１保護膜１８０ａを配置してもよい。第１
保護膜１８０ａの上には、上述した図１１乃至図１３に示した実施形態のように共通電極
１３１を配置し、その上に第２保護膜１８０ｂを配置してもよい。
【０１２８】
　第１保護膜１８０ａ及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１２５の端部を露出する第
１コンタクトホール１８２第１を含み、第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及び
ゲート絶縁膜１４０は、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを露出する第２コンタクトホ
ール１８３を含んでもよい。また、第２保護膜１８０ｂ及び第１保護膜１８０ａは、第２
共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを露出する第３コンタクトホール１８４を含んでもよい。
共通電極１３１は、第１コンタクトホール１８２を通じて共通電圧線１２５の端部から共
通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けてもよい。
【０１２９】
　第２保護膜１８０ｂの上には画素電極１９１と共に接触補助部材８１を配置してもよい
。互いに異なる層に位置する第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２共通電圧伝達線
９０ａ、９０ｂは、第２コンタクトホール１８３及び第３コンタクトホール１８４で接触
補助部材８１を通じて電気的に接続してもよく、この接続部分は、上述した接続点Ｎ１に
相当する。
【０１３０】
　図８及び１７に示した実施形態を参照すれば、絶縁基板１１０の上に共通電圧線１２５
と共に第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを配置し、その上にゲート絶縁膜１４０を配置
してもよい。この場合、共通電圧線１２５は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、
Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎで第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと接続してい
てもよい。
【０１３１】
　ゲート絶縁膜１４０の上にはデータ線１７１及びドレイン電極１７５と共に第１共通電
圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び共通電圧フィードバック線８０ａ、８０ｂを配置し、その上
に第１保護膜１８０ａを配置してもよい。第１保護膜１８０ａの上には、図１１乃至図１
３に示したように共通電極１３１を配置し、その上に第２保護膜１８０ｂを配置してもよ
い。
【０１３２】
　第１保護膜１８０ａ及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧線１２５の端部を露出する第
１コンタクトホール１８２を含み、第２保護膜１８０ｂ、第１保護膜１８０ａ、及びゲー
ト絶縁膜１４０は、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを露出する第３コンタクトホール
１８４を含み、第２保護膜１８０ｂ及び第１保護膜１８０ａは、第１共通電圧伝達線７０
ａ、７０ｂを露出する第２コンタクトホール１８３を含み、第１保護膜１８０ａは、第１
共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂを露出する第２コンタクトホール１８３を含んでもよい。
【０１３３】
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　共通電圧線１２５の端部は、第１コンタクトホール１８２及び第２コンタクトホール１
８３で共通電極１３１を通じて第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと電気的に接続しても
よく、この接続部分は、上述した入力ポイントＰａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・
・・、Ｐｂ_ｎに相当する。また、共通電極１３１は、第１コンタクトホール１８２を通
じて共通電圧線１２５の端部から共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受けてもよい。
【０１３４】
　第２保護膜１８０ｂの上には画素電極１９１及び接触補助部材８１を配置してもよい。
互いに異なる層に位置する第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２共通電圧伝達線９
０ａ、９０ｂは、第２コンタクトホール１８３及び第３コンタクトホール１８４で接触補
助部材８１を通じて電気的に接続してもよく、この接続部分は、上述した接続点Ｎ１に相
当する。
【０１３５】
　図８及び１７に示した実施形態において、接触補助部材８１は共通電極１３１と同一層
に位置してもよく、分離されていた二つの第２コンタクトホール１８３は一致してもよい
。
【０１３６】
　次に、図１８及び図１９を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について説明
する。
【０１３７】
　図１８は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図１９は、図１８の表
示装置のＸＩＸ－ＸＩＸ線に沿って切断した断面図である。
【０１３８】
　図１８及び図１９を参照すれば、本実施形態による表示装置は、上述した図１、図８な
どの種々の実施形態による表示装置と大部分同一であるが、駆動部をさらに含む。駆動部
は、ゲート信号を伝達するゲート駆動部４００及びデータ信号を伝達するデータ駆動部５
００を含んでもよい。
【０１３９】
　図１８に示したように、ゲート駆動部４００と接続されたゲート線１２１は表示領域Ｄ
Ａで横方向に延在してもよい。この場合、ゲート駆動部４００は、表示領域ＤＡの第３周
縁Ｅ３または第４周縁Ｅ４の外側の周辺領域ＰＡに配置してもよい。
【０１４０】
　ゲート駆動部４００が、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２共通電圧伝達線９
０ａ、９０ｂが形成されている周辺領域ＰＡに共に位置する場合、図１９に示したように
ゲート線１２１が位置する層と、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２共通電圧伝
達線９０ａ、９０ｂが位置する層とは互いに異なってもよい。例えば、ゲート線１２１を
ゲート絶縁膜１４０の下部に配置するとき、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂ及び第２
共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂはゲート絶縁膜１４０と第１保護膜１８０ａとの間に配置
してもよい。
【０１４１】
　データ駆動部５００は、表示領域ＤＡの第１周縁Ｅ１に隣接した周辺領域ＰＡに配置し
てもよい。
【０１４２】
　次に、図２０及び図２１を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について説明
する。
【０１４３】
　図２０及び図２１は、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【０１４４】
　図２０に示した実施形態による表示装置は、図１及び図２に示した実施形態による表示
装置と大部分同一であるが、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂの構造が異なってもよい
。
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【０１４５】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、周辺領域ＰＡで第１共通電圧伝達線７０ａ、７
０ｂと接続せずに、表示領域ＤＡで直接第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を入力することができる
。このとき、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは
互いに異なる層に配置してもよい。
【０１４６】
　さらに具体的に、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、左右に位置する第２共通電圧
伝達線９０ａ、９０ｂを接続し、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２に沿って延在する接続部９
６をさらに含んでもよい。第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、接続部９６と接続した
複数の補完共通電圧入力ポイント（以下、補完入力ポイントという）（Ｐｄ_１、・・・
、Ｐｄ_ｍ）（ｍは、２以上の自然数）を通じて、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ２に位置す
る共通電圧線や共通電極に第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を入力してもよい。
【０１４７】
　複数の補完入力ポイント（Ｐｄ_１、・・・、Ｐｄ_ｍ）は、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ
２と隣接して第２周縁Ｅ２に沿って順次に配列してもよく、その配列間隔は一定であって
もよい。この場合にも、複数の補完入力ポイント（Ｐｄ_１、・・・、Ｐｄ_ｍ）は、最初
の入力ポイントＰａ_１、Ｐｂ_１より最後の入力ポイントＰａ_ｎ、Ｐｂ_ｎに近づけても
よい。
【０１４８】
　図２１に示した実施形態による表示装置は、図２０に示した実施形態と大部分同一であ
るが、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂが互いに
同一層に位置して、直接接続していてもよい。
【０１４９】
　第２共通電圧Ｖｃｏｍ２に対する特徴など，これ以外の図２１で示した表示装置の特徴
は，上述した図１及び図２に示した実施形態の種々の特徴を適用できる。
【０１５０】
　最後に、図２２を参照して、本発明の一実施形態による表示装置について説明する。上
述した図８，２，２１に示した表示装置の実施形態と同一の構成要素に対しては同一の図
面符号を付け、同一の説明は省略して差異点を中心に説明する。
【０１５１】
　図２２は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図である。
【０１５２】
　図２２を参照すれば、本実施形態による表示装置は、図８に示した実施形態による表示
装置と大部分同一であるが、上述した図２０及び図２１に示した実施形態のように、第２
共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂが第２周縁Ｅ２で第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を表示領域ＤＡ
に直接伝達してもよい。
【０１５３】
　具体的に、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、第２周縁Ｅ２に沿って位置する複数
の補完共通電圧入力ポイントＰｄ_１、・・・、Ｐｄ_ｍ（ｍは、２以上の自然数）を通じ
て表示領域ＤＡの共通電圧線や共通電極に第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を入力してもよい。特
に、表示領域ＤＡに形成されている複数の共通電圧線１２５は、図２２に示したように縦
方向に延在していてもよい。各共通電圧線１２５は、補完入力ポイント（Ｐｄ_１、・・
・、Ｐｄ_ｍ）を通じて第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂから第２共通電圧Ｖｃｏｍ２
の伝達を受けてもよい。このとき、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂは、入力ポイント
Ｐａ_１、・・・、Ｐａ_ｎ、Ｐｂ_１、・・・、Ｐｂ_ｎを通じて表示領域ＤＡの共通電極
１３１に第１共通電圧Ｖｃｏｍ１を伝達してもよい。
【０１５４】
　複数の補完入力ポイント（Ｐｄ_１、・・・、Ｐｄ_ｍ）は、表示領域ＤＡの第２周縁Ｅ
２に沿って順次に配列してもよく、その配列間隔は一定であってもよい。
【０１５５】
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　図２２を参照すれば、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧伝達線９０ａ
、９０ｂは互いに異なる層に配置してもよく、接触補助部材８１を通じて第２コンタクト
ホール１８３、１８４で互いに接続していてもよい。このような接続部分は、上述した接
続点Ｎ１に相当するが、上述の実施形態とは異なって、本実施形態による接続点Ｎ１は最
後の入力ポイントＰａ_ｎと共に設けられていなくともよい。
【０１５６】
　図２２に示したこととは異なって、第１共通電圧伝達線７０ａ、７０ｂと第２共通電圧
伝達線９０ａ、９０ｂは互いに同一層に配置してもよい。この場合、上述した第２コンタ
クトホール１８３、１８４及び接触補助部材８１は省略してもよい。
【０１５７】
　第２共通電圧Ｖｃｏｍ２に対する特徴など，これ以外の図２２で示した表示装置の特徴
は，上述した図１、図２及び図８に示した実施形態の種々の特徴が適用できる。
【０１５８】
　次に、図２３Ａ、図２３Ｂ、図２３Ｃ、図２４及び図２５を参照して、本発明の一実施
形態による表示装置について説明する。
【０１５９】
　図２３Ａ、図２３Ｂ、及び図２３Ｃは、それぞれ本発明の一実施形態による表示装置の
平面図であり、図２４は、図２３Ａの表示装置のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線に沿って切断した
断面図の一例であり、図２５は、図２３Ａの表示装置のＸＸＩＶ－ＸＸＩＶ線に沿って切
断した断面図の一例である。
【０１６０】
　図２３Ａ、図２３Ｂ及び図２３Ｃを参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は
、映像を表示する表示領域ＤＡ及びその周辺の周辺領域ＰＡを含む第１表示パネル１００
、そして第１表示パネル１００と対向する第２表示パネル２００を含む。周辺領域ＰＡに
は遮光部材２２０が形成されており、表示領域ＤＡは、周辺領域ＰＡに形成された遮光部
材２２０の開口部によって定められてもよい。
【０１６１】
　表示領域ＤＡには、複数の駆動信号線と、これに接続されて、ほぼ行列状に配列された
複数の画素が形成されている。表示領域ＤＡには、共通電圧の印加を受ける共通電極１３
１が全辺に形成されている。
【０１６２】
　第１表示パネル１００の周辺領域ＰＡの一部は、第２表示パネル２００によって覆われ
ずに露出されてもよい。第１表示パネル１００の露出された周辺領域ＰＡには、表示領域
ＤＡの駆動信号線にゲート信号、データ信号などの駆動信号を入力するための信号入力パ
ッドと、駆動信号を駆動信号線に印加する駆動回路部５５０を配置してもよい。
【０１６３】
　第１表示パネル１００の周辺領域ＰＡには、表示領域ＤＡの少なくとも三辺の周縁に沿
って形成されており、表示領域ＤＡを取り囲む形態を有する第１共通電圧伝達線７７を配
置する。ここで、少なくとも三辺というのは、上辺，下辺，左辺，右辺といった表示領域
ＤＡの全ての辺のうちの少なくとも三辺という意味である。
【０１６４】
　第１共通電圧伝達線７７は、図２３Ａに示したように表示領域ＤＡのすべての辺を取り
囲む閉曲線または閉多角形であってもよく、図２３Ｂに示したように表示領域ＤＡの上辺
または下辺の外側には配置せず開いた曲線または開いた多角形であってもよい。
【０１６５】
　第１共通電圧伝達線７７は、複数の接続配線７８を通じて、露出された第１表示パネル
１００の周辺領域ＰＡに位置する複数の入力パッド７５と接続してもよい。
【０１６６】
　接続配線７８は、表示領域ＤＡを基準として下側に位置する第１共通電圧伝達線７７に
沿って一定の間隔をおいて配置されて、第１共通電圧伝達線７７と接続してもよい。
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【０１６７】
　入力パッド７５は、上述した実施形態のようにフレキシブル印刷回路膜（図示せず）を
通じて第１共通電圧Ｖｃｏｍ１の印加を受けてもよく、図２３Ａ、図２３Ｂ及び図２３Ｃ
に示したように、駆動回路部５５０から第１共通電圧Ｖｃｏｍ１の印加を受けてもよい。
【０１６８】
　表示領域ＤＡの周縁に沿って形成されている第１共通電圧伝達線７７は、図２３Ａ及び
図２３Ｂに示したように一つの層に形成してもよく、図２３Ｃに示したように二つ以上の
層に形成してもよい。
【０１６９】
　図２３Ｃを参照すれば、表示領域ＤＡのうち駆動回路部５５０が位置する側を下側とい
うとき、第１共通電圧伝達線７７は、下側及び上側にそれぞれ位置する上部第１共通電圧
伝達線７７ａ及び下部第１共通電圧伝達線７７ｂと、左側及び右側にそれぞれ位置する左
側第１共通電圧伝達線７７ｃ及び右側第１共通電圧伝達線７７ｄを含んでもよい。上部第
１共通電圧伝達線７７ａ及び下部第１共通電圧伝達線７７ｂと、左側第１共通電圧伝達線
７７ｃ及び右側第１共通電圧伝達線７７ｄのうちの少なくとも一つは、残りとは異なる層
に形成してもよい。
例えば、上部第１共通電圧伝達線７７ａ及び下部第１共通電圧伝達線７７ｂが同一層に位
置し、左側第１共通電圧伝達線７７ｃ及び右側第１共通電圧伝達線７７ｄは上部第１共通
電圧伝達線７７ａ及び下部第１共通電圧伝達線７７ｂと異なる層に位置してもよい。この
場合、隣接する第１共通電圧伝達線７７ａ、７７ｂ、７７ｃ、７７ｄは接続部材８８を通
じて電気的に接続してもよい。接続部材８８は、第１共通電圧伝達線７７ａ、７７ｂ、７
７ｃ、７７ｄと接続部材８８との間に位置する絶縁層（図示せず）が含むコンタクトホー
ル１８８を通じて隣接する第１共通電圧伝達線７７ａ、７７ｂ、７７ｃ、７７ｄを電気的
に接続してもよい。
【０１７０】
　第１共通電圧伝達線７７は、銅などの金属のように抵抗が低い導電性物質で形成しても
よい。
【０１７１】
　一方、図２４及び図２５に示された断面構造を参照すれば、本発明の一実施形態による
表示装置は液晶表示装置であって、互いに対向する第１表示パネル１００及び第２表示パ
ネル２００の間に挿入されている液晶層３を含んでもよい。
【０１７２】
　第２表示パネル２００及び液晶層３は上述した種々の実施形態と同一なので、ここで詳
細な説明は省略する。
【０１７３】
　第１表示パネル１００について説明すれば、絶縁基板１１０の上に第１共通電圧伝達線
７７を配置し、その上にゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａを順次に配置する。
ゲート絶縁膜１４０及び第１保護膜１８０ａは、第１共通電圧伝達線７７を露出するコン
タクトホール１８７を含む。図２３Ａ、図２３Ｂ及び図２３Ｃを参照すれば、コンタクト
ホール１８７は第１共通電圧伝達線７７に沿って複数個形成してもよく、一定の間隔を有
して配置してもよい。つまり、複数のコンタクトホール１８７は、表示領域ＤＡの少なく
とも三辺の周縁に沿って形成してもよい。
【０１７４】
　第１保護膜１８０ａの上には共通電圧の印加を受ける共通電極１３１を配置してもよい
。
【０１７５】
　共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂを配置し、その上には画素電極（図示せず
）を配置してもよい。共通電極１３１及び画素電極に対する説明は上述した種々の実施形
態と同一なので、ここで詳細な説明は省略する。
【０１７６】
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　図２４に示したこととは異なって、図２５に示した実施形態によれば、第１保護膜１８
０ａ及び第２保護膜１８０ｂの間に画素電極（図示せず）を配置し、第２保護膜１８０ｂ
の上に共通電極１３１を配置してもよい。
【０１７７】
　本実施形態によれば、共通電極１３１は、表示領域ＤＡの少なくとも三辺の周縁に沿っ
て形成されているコンタクトホール１８７を通じて第１共通電圧伝達線７７から第１共通
電圧Ｖｃｏｍ１の印加を受けるので、表示領域ＤＡの中で共通電極１３１の位置による共
通電圧の大きさを均一にすることができる。ここで、コンタクトホール１８７は上述した
実施形態で説明した共通電圧入力ポイントに対応することができる。
【０１７８】
　以下、上述した図２３Ａ乃至図２５に示した実施形態に基づいて、図２６、図２７及び
図２８を参照して本発明の一実施形態による表示装置について具体的に説明する。
【０１７９】
　図２６は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図２７は、本発明の一
実施形態による表示装置の表示領域の平面図であり、図２８は、図２７の表示装置のＸＸ
ＶＩＩＩ－ＸＸＶＩＩＩ線に沿って切断した断面図である。
【０１８０】
　図２６を参照すれば、本実施形態による表示装置は、上述した図２３に示した実施形態
と大部分同一であるが、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０をさ
らに含んでもよい。
【０１８１】
　共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は、それぞれフィードバッ
ク出力ポイント及び補完共通電圧入力ポイントを通じて表示領域ＤＡ内部の共通電極１３
１と電気的に接続されている。ここで、フィードバック出力ポイント及び補完共通電圧入
力ポイントは、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０の上に位置す
る絶縁層のコンタクトホール１８６であってもよい。
【０１８２】
　さらに具体的に、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は、表示
領域ＤＡ内部のうちの表示領域ＤＡの中間部分の共通電極１３１と電気的に接続していて
もよい。ここで、表示領域ＤＡの中間部分は、共通電圧の印加を受けるコンタクトホール
１８７と距離が最も遠いところで、共通電圧降下が最も多く生じるところ、または共通電
圧にノイズ（ｎｏｉｓｅまたはｒｉｐｐｌｅ）が最も多く生じるところであってもよい。
しかし、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０がコンタクトホール
１８６を通じて共通電極１３１と接続する地点は図示したところに限定されず、多様に決
めてもよい。ここで、第２共通電圧伝達線９０の上に位置するコンタクトホール１８６は
、上述した実施形態における補完共通電圧入力ポイントに対応することができる。共通電
圧フィードバック線８０の上に位置するコンタクトホール１８６はフィードバック出力ポ
イントといい、フィードバック出力ポイントの形態は絶縁層のコンタクトホールの上に他
の方式に従ってもよい。
【０１８３】
　共通電圧フィードバック線８０は、表示領域ＤＡに位置するコンタクトホール１８６か
ら共通電極１３１の共通電圧の入力を受けて、これをフィードバック電圧として出力パッ
ド８５に伝達する。出力パッド８５から出力されたフィードバック電圧は、上述した実施
形態で説明した信号制御部（図示せず）に入力されてもよい。
【０１８４】
　第２共通電圧伝達線９０は、フィードバック電圧に基づいて生成された第２共通電圧Ｖ
ｃｏｍ２を入力パッド９５を通じて受信して、コンタクトホール１８６を通じて表示領域
ＤＡの内部に伝達することができる。第２共通電圧Ｖｃｏｍ２は、フィードバックされた
共通電圧の降下またはノイズなどを補償する電圧であってもよい。このように表示領域Ｄ
Ａの内側部分に補償共通電圧である第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を直接印加することによって
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、第１共通電圧伝達線７７と近い表示領域ＤＡの周縁部分の共通電極１３１の共通電圧と
、表示領域ＤＡの中間部分の共通電極１３１の共通電圧との差を減らし、均一な共通電圧
が共通電極１３１を通じて伝達されるようにする。
【０１８５】
　本実施形態において、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０が表
示領域ＤＡの中間部分に延在する方法は多様である。例えば、図２６に示したように共通
電圧フィードバック線８０が出力パッド８５から始まって表示領域ＤＡの左側または右側
周縁と上側周縁に沿って延在して、表示領域ＤＡの上側周縁辺を通って表示領域ＤＡの中
間部分に延在してもよい。第２共通電圧伝達線９０は、入力パッド９５から始まって表示
領域ＤＡの下側周縁辺を通って表示領域ＤＡの中間部分に延在してもよい。図２６に示し
たこととは異なって、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は表示
領域ＤＡの同じ側の周縁辺を通ってもよく、これ以外にも多様な構造を有することができ
る。
【０１８６】
　このような共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０を含む本実施形
態について具体的に説明する。
【０１８７】
　図２６、図２７及び図２８を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置には、絶
縁基板１１０の上に複数のゲート線１２１ａ，１２１ｂ，及び複数の共通電圧線１２５を
含む複数のゲート導電体が形成されている。ゲート線１２１ａ，１２１ｂ，及び共通電圧
線１２５は主に横方向に延在してもよい。各ゲート線１２１ａ及び１２１ｂは複数のゲー
ト電極１２４を含んでもよい。
【０１８８】
　ゲート導電体は、第１共通電圧伝達線７７をさらに含んでもよい。
【０１８９】
　ゲート導電体１２１ａ，１２１ｂ，１２５の上にはゲート絶縁膜１４０を配置し、その
上には複数の半導体１５４を配置する。半導体１５４は各ゲート電極１２４の上に配置し
てもよい。
【０１９０】
　半導体１５４の上には複数のデータ線１７１と複数のドレイン電極１７５、そして共通
電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０を含むデータ導電体が形成されて
いる。
【０１９１】
　データ線１７１は、主に縦方向に延在して、ゲート線１２１ａ，１２１ｂ，及び共通電
圧線１２５と交差し、各データ線１７１は、ゲート電極１２４に向かって延在した複数の
ソース電極（図示せず）を含んでもよい。
【０１９２】
　ドレイン電極１７５は、ゲート電極１２４を中心にデータ線１７１の一部またはソース
電極と対向する。
【０１９３】
　ゲート電極１２４、ドレイン電極１７５、ドレイン電極１７５と対向するデータ線１７
１またはソース電極、及び半導体１５４は、共にスイッチング素子である薄膜トランジス
タを構成する。
【０１９４】
　本実施形態において、共通電圧フィードバック線８０と第２共通電圧伝達線９０は互い
に分離されており、データ線１７１と平行に主に縦方向に延在してもよい。共通電圧フィ
ードバック線８０は、表示領域ＤＡの上側周縁辺を通じて表示領域ＤＡのほぼ中間の中心
線部分を通って表示領域ＤＡの中間部分まで延在してもよい。第２共通電圧伝達線９０は
、表示領域ＤＡの下側周縁辺を通じて表示領域ＤＡのほぼ中間の中心線部分を通って、表
示領域ＤＡの中間部分まで延在してもよい。このとき、共通電圧フィードバック線８０と
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第２共通電圧伝達線９０は表示領域ＤＡで同一線上に配置してもよい。
【０１９５】
　データ導電体１７１、１７５、８０、９０の上には第１保護膜１８０ａが形成されてい
る。第１保護膜１８０ａは、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０
の一部をそれぞれ露出する二つのコンタクトホール１８６を含む。ゲート絶縁膜１４０及
び第１保護膜１８０ａは、共通電圧線１２５を一定の間隔をおいて露出する複数のコンタ
クトホール１８１を含む。
【０１９６】
　第１保護膜１８０ａの上には共通電極１３１を配置してもよい。複数の画素に位置する
共通電極１３１は、表示領域ＤＡの全体で互いに接続していてもよい。共通電極１３１は
、コンタクトホール１８１を通じて共通電圧線１２５と電気的に接続しており、共通電圧
線１２５から第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が伝達されてもよい。
【０１９７】
　また、共通電極１３１は、コンタクトホール１８６を通じて共通電圧フィードバック線
８０及び第２共通電圧伝達線９０とそれぞれ電気的に接続している。共通電極１３１は、
表示領域ＤＡのほぼ中間部分の共通電極１３１の共通電圧を共通電圧フィードバック線８
０に出力してもよく、第２共通電圧伝達線９０からフィードバック電圧に基づいて補償さ
れた第２共通電圧Ｖｃｏｍ２の印加を受けてもよい。従って、図２６に示したように表示
領域ＤＡの少なくとも三辺を取り囲む第１共通電圧伝達線７７を通じて第１共通電圧Ｖｃ
ｏｍ１の印加を受けた場合、表示領域ＤＡの中間部分における共通電圧の下降またはノイ
ズなどを補償して、表示領域ＤＡの全体で共通電極１３１に印加される共通電圧を均一に
することができるので、共通電圧の不均一によって発生しうる種々の表示不良を防止する
ことができる。
【０１９８】
　共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂを配置する。第２保護膜１８０ｂ及び第１
保護膜１８０ａはドレイン電極１７５を露出する第４コンタクトホール１８５を含んでも
よい。
【０１９９】
　第２保護膜１８０ｂの上には画素電極１９１を配置する。画素電極１９１は、第４コン
タクトホール１８５を通じてドレイン電極１７５と接続し、データ電圧の印加を受けても
よい。
【０２００】
　本実施形態において、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０をデ
ータ線１７１にほぼ平行に形成し、隣接する画素ＰＸの間を通るようにして、開口率の損
失を防止することができる。
【０２０１】
　次に、上述した実施形態と共に図２９、図３０及び図３１を参照して、本発明の一実施
形態による表示装置について説明する。
【０２０２】
　図２９は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図３０は、図２９の表
示装置のＸＸＸ－ＸＸＸ線に沿って切断した断面図の一例であり、図３１は、図２９の表
示装置のＸＸＸ－ＸＸＸ線に沿って切断した断面図の一例である。
【０２０３】
　図２９乃至３１に示した実施形態による表示装置は、上述した図２６乃至図２８に示し
た表示装置と大部分同一であるが、第１共通電圧伝達線７７の構造が異なってもよい。
【０２０４】
　本実施形態において、第１共通電圧伝達線７７は、少なくとも二つの切断部７７７を含
んで、少なくとも二部分に分離されていてもよい。具体的に、図２９に示したように第１
共通電圧伝達線７７の上部及び下部にそれぞれ切断部７７７を配置してもよい。
【０２０５】
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　共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は、第１共通電圧伝達線７
７の切断部７７７を通過して表示領域ＤＡの中間部分に向かって延在してもよい。従って
、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は第１共通電圧伝達線７７
と同一層に形成してもよい。
【０２０６】
　まず、図３０を参照すれば、絶縁基板１１０の上にゲート絶縁体を配置し、その上にゲ
ート絶縁膜１４０を配置する。ゲート絶縁体に対する説明は、上述した図２６乃至図２８
に示した実施形態と大部分同一なので、ここで詳細な説明は省略する。
【０２０７】
　ゲート絶縁膜１４０の上に第１共通電圧伝達線７７、共通電圧フィードバック線８０、
及び第２共通電圧伝達線９０を含むデータ導電体を配置する。上述した通り、共通電圧フ
ィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０は第１共通電圧伝達線７７の切断部７７
７を通過してもよい。
【０２０８】
　データ導電体の上にコンタクトホール１８６を含む第１保護膜１８０ａを配置し、その
上に共通電極１３１を配置してもよい。
【０２０９】
　共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂを配置し、その上に画素電極１９１を配置
してもよい。
【０２１０】
　図３１を参照すれば、第１共通電圧伝達線７７、共通電圧フィードバック線８０、及び
第２共通電圧伝達線９０は、図３０に示した実施形態とは異なって絶縁基板１１０とゲー
ト絶縁膜１４０との間に配置してもよい。このとき、ゲート線（図示せず）と共通電圧線
（図示せず）は、第１共通電圧伝達線７７、共通電圧フィードバック線８０、及び第２共
通電圧伝達線９０と異なる層に配置してもよい。
【０２１１】
　次に、上述した実施形態と共に図３２、図３３及び図３４を参照して、本発明の一実施
形態による表示装置について説明する。
【０２１２】
　図３２は、本発明の一実施形態による表示装置の平面図であり、図３３は、本発明の一
実施形態による表示装置の表示領域の平面図であり、図３４は、図３３及び図３２の表示
装置のＸＸＸＩＶ－ＸＸＸＩＶ’線及びＸＸＸＩＶ’－ＸＸＸＩＶ”線に沿って切断した
断面図である。
【０２１３】
　図３２乃至３４に示した実施形態による表示装置は、上述した図２６乃至図２８に示し
た表示装置と大部分同一であるが、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達
線９０の構造が異なってもよい。
【０２１４】
　本実施形態において、共通電圧フィードバック線８０は、出力パッド８５から始まって
表示領域ＤＡの右側または左側周縁に沿って延在し、表示領域ＤＡの右側または左側周縁
辺を通って表示領域ＤＡの中間部分に延在してもよい。第２共通電圧伝達線９０も、入力
パッド９５から始まって表示領域ＤＡの左側または右側周縁に沿って延在し、表示領域Ｄ
Ａの左側または右側周縁辺を通って表示領域ＤＡの中間部分に延在してもよい。
【０２１５】
　このような例について、さらに具体的に説明する。上述した実施形態と同一の構成要素
に対しては同一の図面符号を付け、同一の説明は省略して差異点を中心に説明する。
【０２１６】
　図３２、図３３及び図３４を参照すれば、本発明の一実施形態による表示装置は、絶縁
基板１１０の上に複数のゲート線１２１、複数の共通電圧線１２５、そして共通電圧フィ
ードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０を含む複数のゲート導電体が形成されてい
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【０２１７】
　ゲート線１２１及び共通電圧線１２５は主に横方向に延在してもよい。ゲート線１２１
は複数のゲート電極１２４を含んでもよい。
【０２１８】
　本実施形態において、共通電圧フィードバック線８０と第２共通電圧伝達線９０は互い
に分離しており、ゲート線１２１と平行に主に横方向に延在してもよい。共通電圧フィー
ドバック線８０は、表示領域ＤＡの右側周縁辺を通じて表示領域ＤＡのほぼ中間の中心線
部分を通って表示領域ＤＡの中間部分まで延在してもよい。第２共通電圧伝達線９０は、
表示領域ＤＡの左側周縁辺を通じて表示領域ＤＡのほぼ中間の中心線部分を通って表示領
域ＤＡの中間部分まで延在してもよい。このとき、共通電圧フィードバック線８０と第２
共通電圧伝達線９０は表示領域ＤＡで同一線上に配置してもよい。
【０２１９】
　ゲート導電体１２１、１２５、８０、９０の上にはゲート絶縁膜１４０を配置し、その
上には複数の半導体（図示せず）を配置する。
【０２２０】
　半導体１５４の上には複数のデータ線１７１と複数のドレイン電極１７５を含むデータ
導電体が形成されている。
【０２２１】
　データ線１７１は、主に縦方向に延在して、ゲート線１２１及び共通電圧線１２５と交
差し、各データ線１７１は、ゲート電極１２４に向かって延在した複数のソース電極（図
示せず）を含んでもよい。
【０２２２】
　ドレイン電極１７５は、ゲート電極１２４を中心にデータ線１７１の一部またはソース
電極と対向する。
【０２２３】
　データ導電体は第１共通電圧伝達線７７をさらに含んでもよい。
【０２２４】
　データ導電体１７１、１７５の上には第１保護膜１８０ａが形成されている。第１保護
膜１８０ａ及びゲート絶縁膜１４０は、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧
伝達線９０の一部をそれぞれ露出する二つのコンタクトホール１８６を含み、共通電圧線
１２５を一定の間隔をおいて露出する複数のコンタクトホール１８１を含む。
【０２２５】
　第１保護膜１８０ａの上には共通電極１３１を配置してもよい。共通電極１３１は、コ
ンタクトホール１８１を通じて共通電圧線１２５と電気的に接続しており、共通電圧線１
２５から第１共通電圧Ｖｃｏｍ１が伝達されてもよい。
【０２２６】
　共通電極１３１は、コンタクトホール１８６を通じて共通電圧フィードバック線８０及
び第２共通電圧伝達線９０とそれぞれ電気的に接続している。
【０２２７】
　共通電極１３１の上には第２保護膜１８０ｂを配置し、その上に画素電極１９１を配置
してもよい。画素電極１９１は、１保護膜１８０ａ及び第２保護膜１８０ｂのコンタクト
ホール（図示せず）を通じてドレイン電極１７５と接続して、データ電圧の印加を受けて
もよい。
【０２２８】
　本実施形態のように、共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０をゲ
ート導電体に形成し、第１共通電圧伝達線７７をデータ導電体に形成するので、第１共通
電圧伝達線７７に図２９に示した実施形態のような切断部を形成しなくてもよい。また、
共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０をゲート線１２１にほぼ平行
に形成し、隣接する画素ＰＸの間を通るようにして、開口率の損失を防止することができ
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【０２２９】
　一方、第１共通電圧伝達線７７をゲート導電体に形成してもよい。このとき、共通電圧
フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０がゲート導電体に形成されているので
、上述した図２９のように第１共通電圧伝達線７７に切断部（図示せず）を形成して、切
断部を通じて共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０が通るようにし
てもよい。
【０２３０】
　次に、図３５、図３６、図３７、図３８及び図３９をそれぞれ参照して、本発明の一実
施形態による表示装置について具体的に説明する。
【０２３１】
　図３５、図３６、図３７、図３８及び図３９は、それぞれ本発明の一実施形態による表
示装置の平面図である。
【０２３２】
　まず、図３５を参照すれば、本実施形態による表示装置は、上述した図２９に示した実
施形態と大部分同一であるが、共通電圧フィードバック線８０の構造が異なってもよい。
【０２３３】
　共通電圧フィードバック線８０は、上述した図３２に示した実施形態のように出力パッ
ド８５から始まって表示領域ＤＡの右側または左側周縁に沿って延在し、表示領域ＤＡの
右側または左側周縁辺を貫いて表示領域ＤＡの中間部分に延在してもよい。共通電圧フィ
ードバック線８０は第１共通電圧伝達線７７とは異なる層に形成し、第２共通電圧伝達線
９０は第１共通電圧伝達線７７と同一層に形成してもよい。例えば、第２共通電圧伝達線
９０はゲート導電体に形成し、第１共通電圧伝達線７７及び共通電圧フィードバック線８
０はデータ導電体に形成してもよい。
【０２３４】
　次に、図３６及び図３７を参照すれば、本実施形態による表示装置は、上述した図２６
に示した実施形態と大部分同一であるが、第１共通電圧伝達線７７の構造が異なってもよ
い。
【０２３５】
　本実施形態による表示装置は、第１共通電圧伝達線７７から表示領域ＤＡの中に延在し
た少なくとも一つの突出部７９をさらに含む。突出部７９は、図３６に示したように第１
共通電圧伝達線７７の上側または下側部分から表示領域ＤＡの内側に延在してもよく、図
３７に示したように第１共通電圧伝達線７７の四辺すべてから始まって表示領域ＤＡの内
側に延在してもよい。図示していないが、突出部７９は第１共通電圧伝達線７７の左側ま
たは右側部分から延在してもよい。
【０２３６】
　突出部７９の上には、上述した図２４に示した実施形態のようにゲート絶縁膜１４０及
び第１保護膜１８０ａを配置してもよく、図２５に示した実施形態のように絶縁膜１４０
、第１保護膜１８０ａ、及び第２保護膜１８０ｂを配置してもよい。ゲート絶縁膜１４０
及び第１保護膜１８０ａまたは第２保護膜１８０ｂは、突出部７９を露出するコンタクト
ホール１８９をさらに含んでもよい。
【０２３７】
　図３６から３８に示したように，共通電極１３１は、コンタクトホール１８９を通じて
表示領域ＤＡの中で第１共通電圧伝達線７７と接続した突出部７９から第１共通電圧Ｖｃ
ｏｍ１がさらに印加されてもよい。従って、表示領域ＤＡの中の共通電極１３１の位置に
よる共通電圧の大きさをさらに均一にすることができる。ここで、コンタクトホール１８
９は、コンタクトホール１８７と共に共通電圧入力ポイントに相当する。
【０２３８】
　このような場合、図３８に示したように共通電極１３１の共通電圧の位置による不均一
を補償するための共通電圧フィードバック線８０及び第２共通電圧伝達線９０を省略して
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【０２３９】
　次に、図３９を参照すれば、本実施形態による表示装置は、上述した図２６に示した実
施形態と大部分同一であるが、表示領域ＤＡの内部の共通電極１３１と接続した第２共通
電圧伝達線９０の代わりに、一対の第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂを含む。
【０２４０】
　第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは、表示領域ＤＡの下側周縁近くの周辺領域ＰＡに
位置する入力パッド９５ａ、９５ｂから始まって、表示領域ＤＡの上側周縁に向かって表
示領域ＤＡの左右周縁及び第１共通電圧伝達線７７に沿って延在する。ここで、上側、下
側、左右方向は図３９に示された表示装置を基準にする。
【０２４１】
　第２共通電圧伝達線９０ａは、表示領域ＤＡの横中心線を基準に上部で第１共通伝達線
７７と接続してもよい。このとき、表示領域ＤＡの横中心線を基準に下部に第１共通電圧
伝達線７７の入力パッド７５が位置する。例として、図３９に示したように、第２共通電
圧伝達線９０ａは、第１共通電圧伝達線７７の左側部分である第１伝達線７１ａの上端ま
たは第１共通電圧伝達線７７の上側部分である第３伝達線７１ｃと接続し、第２共通電圧
伝達線９０ｂは、第１共通電圧伝達線７７の右側部分である第２伝達線７１ｂの上端また
は第３伝達線７１ｃと接続してもよい。これによって、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０
ｂは、第１共通電圧伝達線７７の抵抗による第１共通電圧Ｖｃｏｍ１の偏差を補償できる
第２共通電圧Ｖｃｏｍ２を第１共通電圧伝達線７７の入力パッド７５から遠い表示領域Ｄ
Ａの上部、つまり、第１共通電圧伝達線７７の第１伝達線７１ａ及び第２伝達線７１ｂの
上端または第３伝達線７１ｃに印加して、表示領域ＤＡの共通電極１３１の位置によって
電圧が変化することを防止することができる。
【０２４２】
　図３９に示したこととは異なって、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂは第１共通電圧
伝達線７７とは異なる層に配置してもよい。この場合、多様な接続方法によって第２共通
電圧伝達線９０ａ、９０ｂと第１共通電圧伝達線７７は互いに接続してもよい。例えば、
上述した図２３Ｃに示した接続部材８８のような接続部材によって第２共通電圧伝達線９
０ａ、９０ｂと第１共通電圧伝達線７７が互いに電気的に接続してもよい。
【０２４３】
　また、第２共通電圧伝達線９０ａ、９０ｂのうちの一つは省略してもよい。
【０２４４】
　これ以外に、上述した図１乃至図３及び図２６の種々の特徴が本実施形態にも適用でき
る。本発明の実施形態は、これ以外の種々の構造の表示装置にも適用できる。例えば、共
通電極１３１は、データ線１７１の下側またはゲート電極１２４より下側に配置してもよ
く、それに伴って他の種々の構成要素の層間位置は適切に変更してもよい。
【０２４５】
　また、上述した図１乃至図３８の実施形態の種々の特徴が個別的にまたは組み合わされ
て、本発明の一実施形態として具現できる
【０２４６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限定されることではなく、請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業
者の種々の変形及び改良形態も本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【０２４７】
　３　液晶層
　１１、２１　配向膜
　３１　液晶分子
　５０　フレキシブル印刷回路膜
　５５　印刷回路基板
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　７０ａ、７０ｂ、７７　第１共通電圧伝達線
　７９　突出部
　８０、８０ａ、８０ｂ　共通電圧フィードバック線
　９０、９０ａ、９０ｂ、９５　第２共通電圧伝達線
　１００　第１表示パネル
　１１０、２１０　絶縁基板
　１２１　ゲート線
　１２４　ゲート電極
　１２５　共通電圧線
　１３１　共通電極
　１４０　ゲート絶縁膜
　１５１、１５４　半導体
　１６１、１６３、１６５　オーミックコンタクト部材
　１７１　データ線
　１７３　ソース電極
　１７５　ドレイン電極
　１８０ａ、１８０ｂ　保護膜
　１８１、１８２、１８３、１８５、１８６、１８７、１８８、１８９　コンタクトホー
ル
　１９１　画素電極
　２００　第２表示パネル
　２２０　遮光部材
　２３０　カラーフィルタ
　２５０　蓋膜
　４００　ゲート駆動部
　５００　データ駆動部
　５５０　駆動回路部
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摘要(译)

一种显示装置，包括：第一显示面板，包括：显示区域，包括第一边
缘，第二边缘和第三边缘，其中所述第一边缘和第二边缘彼此相对设
置，并且所述第三边缘连接到所述第一边缘和第二边缘。第二边缘，显
示区域周围的外围区域，以及设置在显示区域中的多个像素;沿第三边缘
延伸的第一公共电压传输线，其中第一公共电压传输线通过沿第三边缘
顺序设置的多个输入点将第一公共电压传输到显示区域;第二公共电压传
输线沿第三边缘延伸，其中第二公共电压传输线通过辅助输入点将第二
公共电压传输到显示区域，辅助输入点与第二边缘或第三边缘相邻。
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